
大 湫町 釜戸 町

土 岐地区

ててての活動

ま ち づく り 活動の目 玉 と し て「 あき よ

ホタ ルの里  “ 福 ” 」 の整備を し て早3年

が経過し ま し た。 地域の子 ど も たち の

環境教育と も つな げ、 地域交流の場と

な っ ていま す。 今年度はさ ら に地域内

外の交流の拠点と すべく 、 瑞浪暮ら し

の彩り マ ーケッ ト 実行 委員会と コ ラ ボ

し たスペシ ャ ルな ホタ ル観賞会を 計画

中です。

小 学生 がチームごと に地区内の史跡を 回

り 得点を 競う 「 ト レ ジ ャ ーウォ ーキン

グ」 を 開催し まし た。 地域の史跡や魅力
を子 ども たちに知っ てほし いと いう 想い

から 企画し 、 当日 はLIN Eなど のデジタ

ルを 活用 し て実施し まし た。 参加者から

は「 楽し すぎて時間が短すぎる ！」 など

の嬉し い声を いただき まし た。
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陶町

瑞浪高校との連携事業

稲津町

ふれあい映画館

日 吉町の特産品「 し いたけ」 を 加工 する

目 的で平成2 4年にオープンし た天狗の台

所。 さ ら な る 特産品開発につな げる べ

く 、 リ ニュ ーアルし 、 令和7年2月 に新し

い天狗の台所への移転式が行 われま し

た。 移転後の施設では食 品加工 の幅が広

がる ため、 日 吉町における 新たな特産品

の開発を目 指し ます。

明世地区

ホタ ル事業

瑞浪地区

寺子屋事業

日 吉町

「 天狗の台所」 移転

地域の若手 を 中心 に 結成さ れて い る

「 て て て」 は、 鱒（ ま す） の手 づかみ

や茶摘み体験な ど 、 住民 が楽し める よ

う なイ ベン ト を 、 1年を 通じ て複数回企

画、 開催し て いま す。 住民 自 ら がやり

たいこ と を 実現し 、 イ キイ キと 暮ら す

こ と で 、 「 大 湫町に 誇り を 持て る こ

と 」 を目 的と し て活動し ています！

釜戸 町内で 道の駅の整備が計画さ れる

中、 町民 の想いを 道の駅の運営につな

げる ため、 ま た、 発展的な 地域づく り

のた め、 今年の1月 にN PO 法人 化し ま

し た。 空き 家を 活用 し た移住促進や自
然ふれあ い 館と のコ ラ ボ イ ベ ン ト な

ど 、 地域に根ざ し た新たな 魅力 発掘活

動を行 っ ていき ます。

稲津町では、 住民 の交流の場の1つと し

て 「 ふれあ い 映画館」 を 開催し て お

り 、 稲津町内外から 多く のお客さ んが

参加し ま す。 運営のボラ ン テ ィ ア と し

て、 地域の方 々の他にも 中学生 が積極

的に参加し 、 ボラ ン テ ィ ア 同士 やお客

さ んと 楽し く 関わっ て いま す。 人 と の

繋がり や優し さ を 感じ ら れ、 地域で の

青 少年育成にも つながっ ています。

夏休み期間中の地域の子 ど も たち の居

場所づく り のため、 瑞浪駅前M ビ ルで

昔な がら の寺子 屋事業を 行 いま し た。

子 ど も たち は、 毎朝のラ ジ オ体操で 元

気にス タ ート し 、 地域の方 のサポート

で 、 学習支 援やギタ ー教室、 カ ード ゲ

ームな ど 多様な 活動を 思いっ 切り 楽し

みま し た。 活動を 通し て 仲間意識が育

ち 、 交流する 楽し さ が芽生 え たと 思い

ます。

昨年12月 に地域内の小 里 川ダムラ イ ト

ア ッ プ イ ベン ト を行 いま し た。 企画、

広報等は瑞浪高 校の生 徒が主体と な っ

て行 い、 陶器と いう 地域性を 活かし た

灯篭の制作など 、 楽し みや学びに繋が

る 域学連携事業にな り ま し た。 小 里 川

ダムやN PO法人 LETUSなど、 複数の団

体の協力 を 得る な ど 、 多く の地域の

「 仲間」 を 巻き 込むこ と で発展的な 活

動と なり まし た。

瑞浪市内8 地区の

住民と住民と

特集



受賞者のみなさ ん

試食 会の様子
受賞したふりかけ

【 日 吉 】 大 生 がふり かけ開発

【 釜戸 ‧ 日 吉‧ 陶‧ 大 湫】

   空き家活用 で移住対策

【 大 湫町】 大 杉再生 への取り組み

【 明世地区】 耕作放棄地をお花畑に

 大 湫町で は令和２ 年7月 、 地区の象徴で あ っ た大 杉が倒木 し ま し た 。 心 の拠り 所

で あっ た大 杉を 残し た いと いう 住民 の想いが一 致し た こ と を き っ かけに、 住民 が世

代を 超え て 一 つ と な り 、 倒木 直後に 若手 や移住者も 加え た 「 神明大 杉再生 検討会

議」 を 立 ち 上げま し た 。 そ の後の活動で は、 SN Sで の情報発信を 通じ て 地域内外の

理解を 得て 、 ク ラ ウド フ ァ ン ディ ン グ等で 資金 を 確保し 、 そ の知識を 活かし て 新た

な 地域づく り を 実現さ せて いま す。 ま た 、 倒木 し た大 杉から ビ ールやバイ オ リ ン 、

太鼓 を 作り 、 音 と 食 で 町の歴史を 体験する イ ベン ト も 開催し て おり 、 大 杉再生 が地

域づく り の新た な ス タ ート 点と な っ た と 言 え ま す。

「 狗の 」 成 念 式典で発

 「 日 吉町ふり かけレ シ ピ コ ン テ ス ト 」 は、 瑞浪市が包括連携協定を 締結し て いる 中

部大 学、 中京学院大 学と 連携し 、 日 吉町ま ち づく り 推進協議会によ る 日 吉町オ リ ジ ナ

ルふり かけの開発につな げる も ので す。 食 と 栄養のエ キス パート を 目 指す学生 に応募

し て も ら う こ と で 、 単に地元食 材を 使う のみな ら ず、 栄養価の面 で も 優れた ふり かけ

レ シ ピ を 考案し て いた だ ける こ と を 期待し 、 実際の商品化を 目 指すも ので す！

 グラ ン プ リ を 受賞し た 「 日 吉みそ香 る かき 揚げ風 和の心 ふり かけ」 は、 味のア ク セ

ン ト に日 吉みそ を 使用 し て いま す。 マ コ モ タ ケ パウダ ーと 塩を 混ぜ、 天ぷら に合う 抹

茶塩のよ う な 味わいと な っ て いま す。 混ぜご 飯風 にし て も 美味し いで す。

 釜戸 町、 日 吉町、 陶町で は、 地域住民 自 ら が地域の

空き 家を 活用 し た 移住対策に 取り 組んで い ま す。 大 湫

町で 同対策に 取り 組んで い る 転入 対策委員会を モ デル

と し て 新 た に 立 ち 上 が っ て き た 活 動 で す 。 地 域の 存

続・ 発展のた めに自 ら 立 ち 上がり 、 空き 家ツ ア ーや移

住希望者と の交流会を 行 う な ど 、 地域の方 々の顔が見
え る こ と で 地域の「 ご 縁」 を 生 む、 地域に な く て はな

ら な い活動を 行 っ て いま す。

  全 国 的 に 耕 作 放 棄

地 の 増 加 が 進 む 中 、

明 世 地 区 ま ち づ く り

推 進 協 議 会 と 地 域 の

高 校生 と が タ ッ グ を

組 ん で 、 こ の 問 題 に

取 り 組 む 活 動 が行 わ

れ て い ま す 。 耕 作 放

棄 地 を 映 え る お 花 畑

にすれば、 地域の名

所に な る と と も に 、 明世地区の課題解消に つ な がる 、 そ んな 想

いから 活動が始ま り ま し た 。

 当初はお 花畑で 外部の人 を 惹き 付け る こ と が目 的だ っ た も の

の、 活動する 中で 、 地元の人 が愛着を 持ち 、 人 の輪が広がっ て

自 走 で き る こ と が、 ま ち づ く り の本質だ と 気付く こ と がで き ま

し た 。 当初夢見 た 、 一 面 のお 花畑はで き な かっ た も のの、 今後

は、 お 花の専門 家に 協力 い た だ く な ど 、 昨年の反省を 活かし 、

継続・ 発展し て いき ま す。

 準グラ ン プ リ を 受賞し た 「 瑞浪さ た っ ぷり ！カ ラ フ ル

ふり かけ」 は、 瑞浪市の特産品で ある ボーノ ポーク や瑞

浪高 原のはち みつの甘 みを 活かし 、 子 ど も た ち も 美味し

く 食 べら れる ふり かけで す。 さ ら に、 乾燥野菜が入 っ て

おり 、 食 物繊維も 摂取する こ と がで き ま す。

 こ れら のふり かけは、 「 天狗の台所」 完成記念式典参

加者に披露さ れ、 大 変好評な お声を 頂き ま し た 。 今後の

商品化も 含め、 日 吉町のさ ら な る 発展が期待さ れま す。

陶町の「 空き家でええんかい」 のみなさん

完成し た大 杉のモニュメ ント

耕作放棄地がひまわり 畑に

◎問合せ 市民 協働課 ☎68 -9756

P○〜○の記事は、 イ ン タ ーン シッ プに参加し た岐阜 大 学・ 名古屋大 学の学生 が作成し まし た。
実は、 P○の背景は瑞浪市の地図になっ ている んです！皆さ ん気付き まし たか？


